
Gallery
ギャラリー愛海詩

◎新型コロナウイルス感染予防ガイドラインに沿って対応させていただきます。
◎ギャラリー愛海詩へいらっしゃる時は、そのご予定をお手数ですがお電話下さい。
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伝統と革新伝統と革新

ギ
ャ
ラ
リ
ー
愛
海
詩
・
愛
海
詩
の
会�

�

二
十
三
周
年
の
関

　
荒
波
を
乗
り
越
え
て
進
も
う
…
と
す
る
小
舟
の
よ
う

に
、
進
む
べ
き
道
を
時
に
問
い
か
け
目
を
凝
ら
し
な
が

ら
何
と
か
航
海
し
て
来
た
よ
う
な
一
年
で
し
た
。
今
年

の
秋
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愛
海
詩
・
愛
海
詩
の
会
は
二
十
三

周
年
を
終
え
、
二
十
四
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
諸
氏
、
皆
さ
ま
の
励
ま
し

と
、
賛
同
の
お
か
げ
…
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
、
難
破
し
な
い
よ
う
良
い
方
向
で
継
続
し

て
行
く
事
だ
け
を
主
に
考
え
、
継
続
の
法
も
思
索
し
、

限
ら
れ
た
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
行
動
し
、
語
り
、

守
っ
て
来
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
会
報
、
彩
遊
の
こ

の
号
を
発
行
で
き
る
事
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
イ
コ
ー
ル
「
作
品
展
が
出
来
る
！
」
と
い
う
事
に
な

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
職
人
・
作
家
の
手
技
が
輝
く

の
は
発
表
の
場
が
あ
り
、
ご
縁
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愛
海
詩
で
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
一
年
の
半
分
は
作
品
展
が
で
き
な
い
状
態
で

し
た
。

　
愛
海
詩
を
取
り
巻
く
状
況
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
お
あ
り
に
な
っ
て

い
る
と
お
察
し
致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
何
げ
な

い
日
常
、
仕
事
の
仕
方
、
会
い
た
い
時
に
何
時
で
も
会

え
る
、
そ
う
い
っ
た
事
が
、
実
は
と
て
も
大
切
だ
と
言

う
事
、
失
う
、
出
来
な
く
な
っ
て
解
る
気
付
き
、
そ
し

て
、
大
切
な
人
、
物
事
、
考
え
方
の
輪
郭
が
よ
く
見
え

て
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愛
海
詩
、
一
つ
の
関
に
於
い
て
、
備
前

焼
、
桃
蹊
堂
の
二
十
六
代
・「
木
村
桃
山
氏
の
襲
名
披

露
作
陶
展
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
は
、
私
の
仕
事
を

す
る
上
で
の
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
す
。
皆
さ
ま
も
木
村

桃
山
氏
と
佳
き
出
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
願
い
ま

す
。
技
・
人
柄
共
に
王
道
を
行
く
感
が
あ
り
ま
す
。

　
二
十
三
年
前
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
と
、
そ
の
時
も
広

い
海
原
に
小
さ
な
舟
を
漕
ぎ
出
し
た
よ
う
な
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
愛
海
詩
・
愛
海
詩
の
会
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
ま
し

た
。
人
と
作
品
と
の
佳
き
出
合
い
が
、
そ
の
時
々
の
羅

針
盤
と
な
り
、
そ
の
事
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
揺
ら
ぐ
自
分
の
都
合
で
は
な
く
、
動
か
ぬ
天
の
示
し

に
舵
を
取
り
、
耳
を
傾
け
、
風
を
聴
き
、
目
を
開
き
、

本
当
の
色
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
う
の
で
す
。

�

（
佐
藤
　
睦
子
）

創作中の木村桃山氏創作中の木村桃山氏

プロフィール
1970	 二十五代・木村桃山の長男として生まれる。
1994	 名古屋学院大学外国語学部英米語学科卒業。
1996	 マサーナ美術学校陶芸科専攻。（バルセロナ）
2004	 第８回上海国際芸術博覧会に招待出品。
2010	 瀬戸内国際芸術祭2010に参加。
2016	 バルセロナにて茶道と陶芸の国際文化交流を開催。
2017	 	日本アルジェリア外交関係樹立55周年記念式典に招待。	

国立書道博物館に作品所蔵。
	 	パリ、グルノーブル大学、バルセロナ・カサ・バトリョ、

在アルジェリア日本大使公邸にて作品展と講演会開催。
2018	 	日仏修好160周年記念事業（ジャポニスム2018）参加企画、

エッフェル塔にて作品展示。
	 	日西外交関係150周年記念としてバルセロナ総領事公邸に

て作品展示。
2019	 瀬戸内国際芸術祭2019に参加。
	 	日本清興会展にて一般の部最高賞の新人賞受賞。（初出品初

入賞）
2021	 二十六代・木村桃山襲名（全国各地にて襲名記念展開催）
	 協同組合備前焼陶友会理事に就任。

所属団体
・備前陶友会（理事）
・備前陶心会（特別会員）
・清興会（会友）
・裏千家淡交会（青年部パスト全国委員、知新会会員）
・日仏茶道交流会（副代表）

パブリックコレクション
・インド政府
・アグンライ美術館（バリ）
・国立書道博物館（アルジェリア）
・在アルジェリア日本大使館
・在フランス日本大使館
・在バルセロナ日本総領事館
・在カンボジア日本大使館

青備前抹茶盌
（高さ7.5cm×直径12.2cm）

鉄分の多い備前の土がほのかに青味を帯び火の衣を
纏っているかのような抹茶盌です。そこには和敬静
寂に誘われる時があります。

抹茶盌
（高さ7.6cm×直径14.3cm）

ほっこりとした手になじむ抹茶盌です。口径のかす
かな稜線が自然を思わせ、静かな衒いのない形が手
中の「清閑」を感じさせてくれます。

花入れ「守破離」
（高さ46.7cm×巾19cm×奥行17cm）
木村氏の代表作で、「守破離」シリーズは
同じ作品は１つもなく、その時々の進化
を見せてくれます。多くの方々が集う茶
会でも使われ、花が活き、置いた場所の
守・破・離の体が伝わってくるようです。

耳付花入
（高さ28cm×直径17cm×口径12cm）

轆轤の横の流れと縦の勢いのある線、そこに写し出
させる円相、静と動、陰と陽、どんな花木でも受け
入れ、その姿が余情を感じさせてくれます。

深皿
（高さ8.0cm×直径27.5cm）

形もやきも申し分のない鉢です。緋色の月に風がそ
よいでいるような深皿、入れた料理やお菓子、目に
も心にもおいしく、和む深皿です。

水指
（高さ23.5cm×直径20.0cm）

端正な形が宝珠を思わせます。中心胴に希望の灯り、そ
こから静かな物語が紡がれて行くような風情ある水指で
す。備前焼の水指は水が一際おいしくなります。

窯変徳利・ぐい呑
（ぐい呑サイズ・高さ5.5cm×直径6.7cm）
秋の夜長、このような徳利、ぐい呑で様々な時を楽
しみたく思います。思索の時、語らいの時、深化の
時、神韻の時。

「
ご
挨
拶
〜
作
品
展
に
よ
せ
て
〜
」

�

桃
蹊
堂
・
二
十
六
代
　
木
村
　
桃
山

　
二
〇
二
一
年
も
後
半
に
入
り
、
晩
秋
の
彩
り
は
い
っ

そ
う
美
し
く
鮮
や
か
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、

日
本
の
ト
ッ
プ
も
代
わ
り
、
変
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
は
今
な
お
気
を
つ
け
つ
つ
…
で

す
。
世
界
中
の
経
済
が
疲
弊
し
て
難
し
い
状
況
の
中
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愛
海
詩
様
の
ご

厚
意
に
よ
り
三
回
目
の
個
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
愛
海
詩
様
が
元
気
で
い
て
く
れ

て
我
々
も
発
表
の
場
が
あ
り
、
有
難
い
こ
と
で
す
。
私

は
札
幌
で
の
初
個
展
の
二
〇
一
六
年
か
ら
五
年
を
経
て
、

活
動
範
囲
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
番
大
き
な
こ
と
は
桃
蹊
堂
の
代
を
替
わ
り
、
今
年

年
始
に
地
元
の
百
貨
店
に
て
襲
名
披
露
展
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
よ
り
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
生
ま
れ
育
っ
た
備
前
焼
の
郷
で
あ
る
備
前
市
伊
部

に
て
高
校
ま
で
は
生
活
し
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
初

め
て
県
外
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
美
濃
焼

の
産
地
で
あ
る
多
治
見
と
瀬
戸
焼
の
産
地
の
瀬
戸
に
挟

ま
れ
た
山
奥
で
生
活
し
た
お
か
げ
で
よ
り
一
層
焼
き
物

に
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
二
年
間
留
学
し
、
そ
こ
で

ま
た
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
裏
千
家
茶
道
も
陶
芸
と
同
時
期
に
入
門

し
た
の
で
早
い
も
の
で
今
年
で
陶
歴
も
茶
歴
も
二
十
七

年
に
な
り
ま
す
。
五
十
歳
に
な
っ
た
い
ま
、
備
前
陶
心

会
も
裏
千
家
青
年
部
も
卒
業
し
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
や
、
大
変
多
く
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
大
き
な
財

産
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
出
合
い
を
糧
に
こ
れ
か
ら
は
地
域
発
展
の
た

め
、
備
前
焼
発
展
の
た
め
、
二
十
六
代
当
主
と
し
て
、

協
同
組
合
の
備
前
焼
陶
友
会
理
事
の
一
人
と
し
て
労
力

を
惜
し
ま
ず
尽
く
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
こ
の
二
十

六
代
と
い
う
の
も
一
五
〇
〇
年
初
頭
の
甕
が
発
見
さ
れ
、

そ
こ
に
桃
蹊
堂
の
陶
印
で
あ
る
三
本
井
桁
が
刻
ま
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
資
料
と
あ
わ
せ
て
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

で
わ
か
り
ま
し
た
。
日
進
月
歩
で
人
の
世
は
変
化
、
進

化
し
て
い
っ
て
ま
す
。
桃
蹊
堂
の
歴
史
を
私
の
代
で
ま

と
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
の
役
目
だ
と
考
え

て
日
々
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
も
ま
た

多
く
の
愛
海
詩
の
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
北
海
道
の

皆
様
に
新
た
な
る
作
風
を
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

和みのお茶会・お誘い
二十六代・木村桃山氏、ギャラリー愛海詩で３回目の作陶展ですが、今回は二十六代・木村桃山氏
の札幌での「襲名披露作陶展」でもございます。皆様とのご縁を感謝しつつのお茶会をギャラリー
愛海詩２階で下記の通りさせていただきます。

�流派を問わず、初めての方でもお気軽に参加できる和やかなお茶会です。ホッとする有意義な
時間をいただいて下さいますよう…。

10月29日（金）、30日（土）、31日（日） （各日共14時〜16時）日　時

各日、先着４名（早目のご予約をお願い申し上げます）人　数

2000円（お茶、お菓子、木村氏のお話し、交流、おみやげ付）チケット代金

10月28日（木）、午前11時からの約１時間、FMラ
ジオカロス札幌78.1Mhz「木曜而

に

今
こん

」の番組に二十六
代・木村桃山氏が出演されます。（10月31日�日曜日�
午前11時から再放送、リッスンラジオのアプリで
も聞くことができます）是非、お聞き下さいませ。

上記、写真の他にも茶道具、花入
れ、日常使いの器など約50点を展
示致します。珠玉の作品は今、こ
の時にしか拝見できません。

お知らせ

　
備
前
焼
の
郷
で
励
ん
で
い
る
木
村
桃
山
氏
の
技
と
人
柄
、
そ
し
て
本
物
の
伝
統
美
あ
る
作
品
の

数
々
を
札
幌
の
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
の
ご
縁
を
つ
な
げ
た
く
思
い
ま

す
。
備
前
焼
の
将
来
を
思
い
、
日
本
そ
し
て
、
世
界
に
発
信
し
て
行
こ
う
と
研
鑚
を
重
ね
る
桃
山

氏
。
作
品
、
ご
本
人
と
も
出
合
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

◦	

備
前
藩
主
池
田
侯
よ
り
御
細
工
人
と
し
て

藩
御
用
を
賜
る
。

◦
東
宮
殿
下
に
亀
香
合
献
上
。（
一
九
二
六
年
）

◦
昭
和
三
年
御
大
典
瓶
子
の
謹
製
。（
一
九
二
八
年
）

◦
宮
内
省
御
用
、
大
礼
使
御
用
を
賜
る
。

◦
閑
院
宮
殿
下
御
買
上
。（
一
九
二
九
年
）

◦
昭
和
天
皇
花
瓶
御
買
上
。（
一
九
三
〇
年
）

◦
高
松
宮
、
同
妃
両
殿
下
御
来
窯
、
献
上
。

◦
平
成
御
大
典
瓶
子
の
謹
製
。（
即
位
の
礼
）

◦
靖
国
神
社
（
九
段
）
御
神
杯
謹
製
。

◦
伊
勢
神
宮
瓶
子
奉
納
。

◦
伝
統
産
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
。

◦
通
商
産
業
大
臣
よ
り
表
彰
。

─
桃
蹊
堂
の
歴
史
─

木村桃山氏は10月28日（木）〜31日（日）14時〜17時までギャラリー愛海詩におります。


